
島根県の中山間地域対策

島根県

平成27年2月12日
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島根県の中山間地域は・・・

○ 人口の約４６％

○ 面積の約８６％

○ 森林の約９３％

○ 経営耕地面積の約６３％

島根県の中山間地域の状況
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隠岐の島町

海士町

西ノ島町

知夫村

邑南町

美郷町
飯南町

奥出雲町

大田市

川本町
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津和野町

吉賀町
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安来市

出雲市
松江市

15千人

14千人

5千人

2千人

3千人

59千人

48千人

24千人

8千人

6千人

11千人

5千人

4千人

0.6千人

出雲圏域は、人口減
少率が低く、人口が
集中している。

石見圏域と隠岐圏域
は、人口減少率が高
く、人口も少ない。

170千人

出雲市 206千人

松江市

大田市

36千人 40千人

安来市

40千人

雲南市

江津市

浜田市

益田市

島根県内の人口の動向と遍在性
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929,066人
696,802人

(H26.11.1)

※ 将来推計では、１５年間（H17～H32）で約８万６千人（約11.6%）減少

島根県の人口の推移
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929,066人

※ ～H22：「国勢調査」(総務省)

H27～：「日本の地域別将来推計人口」(国立社会保障・人口問題研究所 H25.3月）

696,070人

(H27.1.1)
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出生数 死亡数

島根県の人口動態の推移

Ｈ４ 死亡数が出生数を上回り自然減に転じる

H７ 国調で老年人口が幼年人口が逆転

・S３０年代以降の日本経済の高度成長は、地方の人口を急激に都市に吸引

・特に島根県は、S３８豪雪等の災害により社会基盤が崩壊し人口が流出

自然動態の推移

社会動態の推移
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○中山間地域の人口は年々減少し、高齢化率は年々上昇

○人口減少・高齢化の傾向は今後も続くと予想

中山間地域の人口動向
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予測

888,886人

698,140人

393,623人

304,517人
332,962人

555,924人

※～H22は国勢調査
※Ｈ23～住民基本台帳

(4月末現在)

※Ｈ27以降はコーホート法により予測

○Ｓ30年代から減少傾向が続き、中山間地域の人口減少に伴い県全体の人口も減少

県全体

中山間地域

非中山間地域

人口

若者者比率

高齢者比率
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高齢化率70％以上かつ世帯数9戸以下　77集落（2.28％）

◆平成26年 高齢化率50％以上かつ世帯数19戸以下　536集落（15.89％）

90% 11 18 4 1 0 2 0 1 1 10

80% 6 12 11 3 0 0 0 0 0 2

70% 3 27 21 9 4 1 0 0 0 0

60% 18 35 57 32 18 13 4 4 1 11

50% 13 62 97 96 71 41 15 24 11 30

40% 6 59 123 139 125 104 84 58 36 202

30% 10 55 105 115 126 88 78 75 62 313

20% 6 26 34 35 29 26 18 25 11 169

10% 2 12 9 5 9 3 4 2 5 54

0% 16 14 15 7 9 11 4 2 3 28 合計

（戸数） ～4戸 ～9戸 ～14戸 ～19戸 ～24戸 ～29戸 ～34戸 ～39戸 ～44戸 45戸～ 3,356  

高齢化率70％以上かつ世帯数9戸以下　67集落（1.91％）

◆平成16年 高齢化率50％以上かつ世帯数19戸以下　401集落（11.45％）

90% 12 9 2 0 0 0 0 0 0 0

80% 7 17 5 1 0 0 0 0 0 0

70% 6 16 12 5 2 0 0 0 0 0

60% 12 41 34 21 6 3 2 1 1 4

50% 7 58 72 64 42 21 20 5 4 13

40% 7 79 118 140 91 76 30 28 23 50

30% 15 75 179 203 179 119 99 86 59 213

20% 10 47 108 125 93 78 59 43 49 186

10% 4 13 13 12 8 15 10 7 8 60

0% 26 32 17 9 11 10 8 7 6 35 合計

（戸数） ～4戸 ～9戸 ～14戸 ～19戸 ～24戸 ～29戸 ～34戸 ～39戸 ～44戸 45戸～ 3,503  

中山間地域の集落の状況

○中山間地域では、小規模高齢化集落が年々増加し、集落の人口規模が縮小するとともに、高齢化が一層進行

※Ｈ26 集落調査
（速報値）

※Ｈ16 調査
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（１）公民館等の範囲を地域運営の基本単位（227地区）とした対策の推進

（２）地区診断（しまねの郷づくりカルテ）に基づく対策の推進

（３）部局横断のプロジェクトチーム（中山間ＰＴ）による対策の推進

（４）過疎対策債（ソフト事業）の活用

（１）公民館等の範囲を地域運営の基本単位（227地区）とした対策の推進

（２）地区診断（しまねの郷づくりカルテ）に基づく対策の推進

（３）部局横断のプロジェクトチーム（中山間ＰＴ）による対策の推進

（４）過疎対策債（ソフト事業）の活用

地域おこし協力隊

推進方針

市町村 ＋ 県（中山間地域対策プロジェクトチーム）

農林地の維持保全

高齢化・担い手不足

空き家の増加

雇用の創出・定住

生活物資・移動手段

地域の課題

集落Ａ

集落Ｂ

集落Ｃ

集落Ｄ

集落Ｅ

地域運営（公民館等）

多様な主体の
連携・参画

社
会
福
祉
法
人

営
農
組
織

Ｎ
Ｐ
Ｏ

自
治
会

草刈り・鳥獣対策

見守り・防災活動

空き家調査・活用

特産品開発・
6次産業化

自治会輸送・
買い物支援

課題解決の取組

個
々
の
集
落
で
は
対
応
が
困
難

基本理念

集落支援員

外部人材等

地域運営の仕組みづくりの支援 課題解決の支援地域の状況把握の支援

異
な
る
分
野
を
複
合
的
・
組
み
合
わ
せ
で
実
施

※（１）

※（３）

※（２） ※（４）

地域おこし協力隊

中山間地域対策の概要（中山間地域活性化計画）
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７３地区

２６地区

５４地区

７４地区

５

段

階

で

評

点

化

データの数字を見るだけでは、よくわからない

序列化、絶対評価ではなく、評点化することで、

地域の状況を把握する一つの目安に・・・・・・

・人口・世帯数・高齢化率

・生産年齢人口率

・若年齢層率・人口増減率

・４歳以下人口比率

・1000人あたり定住必要数

・20～30代女性比率

・高齢者単独世帯数・平均世帯人数

人口・世帯データ［国勢調査］

・交通・買い物・福祉・医療・教育

・ＮＰＯ・公民館・農業・ブランド

暮らしの条件データ［県庁各課］

地域の状況把握の支援（しまねの郷づくりカルテ）
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しまねの郷づくりカルテの主な機能［人口シミュレーション］
人口ピラミッド

人口・高齢化率

子どもの数

クリック！

［現行］ ［ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ］○過去５年間の人口動態による今後３０年間の人口 推移と、
現在の人口、高齢化率、子どもの数を維持するために必要
な3世代の定住組数を推測
※コーホート変化率による

○移住してほしい年代の「移住組数」を入力すると、地域の人
口がどのように変わっていくか、今の地域の人口を維持する
ために必要な移住組数をシミュレーション
※ Excelファイルをダウンロード

自由に入力！

10



しまねの郷づくりカルテの主な機能［ポータルサイト］

ポータルサイトを設け、各地区の取組みの成果事例や、

イベントなどのニュース、広報誌、研修情報等地域づくり

の参考となる情報を総合的・一元的に掲載

クリック！

分野を絞って検索可能・・
成果事例をステップごとにわかりやすく解説
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地域運営の仕組みづくりの支援（中山間ＰＴ）

○コンセプト 次世代定住に向けた仕組みづくり ～地域主体で行う地域に人を入れる(残す)仕組みづくり～
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次世代定住に向けた仕組みづくりの取組事例 （１）

保育所給食食材提供

耕作放棄地の解消

加工品生産・販売

［地域商社］

・豆腐、豆腐を使った加工品の製造・販売

［公民館］

・耕作放棄地を活用した野菜作り

［公民館］

・地元でとれた野菜を市内４保育所

へ給食食材として提供

買い物支援

［公民館］

・農産物の配達に合わせ買い物バスを運行

（地区内の社会福祉法人と連携）

食育・キャリア教育

地産地消

［公民館］

・地元スーパーに真砂コーナー

を設置して販売

［小中学校］

・農業体験

・商品開発（真砂バーガーなど）

地域
商社

公民館

小中
学校

横つなぎ組織 「真砂人゛」

益田市真砂（まさご）地区益田市真砂（まさご）地区
人 口 世帯数 高齢化率

398人 179戸 50.8%

公民館と学校と地域商社との協働のトライアングル

農業を基盤に、「食育活動」をテーマとして、公民館が中心となり、小中学校、地域住民が出資して設立した地域商社が連携

し、それぞれの特徴を生かしながら、地域ぐるみで複数の活動を展開。地域の雇用創出につながっている。

平成２６年度過疎地域自立活性化優良事例表彰で総務大臣賞を受賞。

給食食材提供

真砂のとうふ

野菜の集荷

真砂バーガー

H26.4  住民基本台帳
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黒米焼酎「黒大蛇」
足湯キット

次世代定住に向けた仕組みづくりの取組事例 （２）

［ＮＰＯ法人］

・加工品製造設備

・黒米生産設備

（乾燥機、製粉機等）

６次産業化拠点

農産物等の生産

加工品づくり
温泉の活性化

［旅館組合］

・黒米焼酎をお土産として販売

・名物「女将弁当」に豆腐、おからを活用

［女性グループ］

・黒大豆豆腐、こんにゃく

・おから菓子、豆乳ソフトクリーム

［地元農家］

・耕作放棄地で加工品の原材料を生産

（黒米・黒大豆）
情報発信・賑わいづくり

［住民自治組織］

・地域向け瓦版の発行

・まちあるきガイドマップの製作

・交流イベントへの参加

特産品販売

［ＮＰＯ法人］

・ポーラ化粧品との連携

(アンチエージング)

地域まるごと６次産業化

遊休施設を改修し、地域の活動拠点として整備。地域で起業(ＮＰＯ法人化)し、地域特産の黒米・黒大豆の生産(１次産業)と、

それを原料とした特産品の開発(２次産業)、特産品を地域資源である温泉で販売(３次産業)するといった、地域をあげての６次

産業化を推進。

人 口 世帯数 高齢化率

346人 151戸 41.6%
浜田市美又（みまた）地区浜田市美又（みまた）地区

［ＮＰＯ法人］

・特産品(黒米焼酎)の製造、販売

H26.4  住民基本台帳
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次世代定住に向けた仕組みづくりの取組事例 （３）

コミュニティビジネス

産直市

［ＮＰＯ］

・２つの産直市にて特産品販売

（みそ、米、こんにゃく等)
［地元グループ］

・ホウコウ（栽培）、うどん、そば

・イノシシラーメン等
［㈱未来サポートさだ］

・耕作放棄地の集約

・ＷＣＳ、大豆の生産

地域課題の解決

農産物の生産

(株)未来サポートさだ

（8営農組織で構成）

ＮＰＯ法人

（集荷・みそ等加工場・産直市）

地元の加工・販売団体

地域協議会(13のｺﾐｭﾆﾃｨﾌﾞﾛｯｸ)

連携

連携

［住民自治組織］

・空き家対策等

都市農山村交流体験

［地元グループ］

・農家レストラン

・田舎暮らし・牧場体験

加工品づくり・販売

［加工・販売団体］

・米粉パン（カウベル）

・餅・山菜おこわ（ビタミンの里よしの）

・ジビエ料理（須佐屋）

地元グループ 連携

連携

出雲市須佐・窪田（すさ・くぼた）地区出雲市須佐・窪田（すさ・くぼた）地区
人 口 世帯数 高齢化率

3,687人 1,224戸 37.6%

H26.4  住民基本台帳アグリビジネス（農業生産を核とした幅広い経済活動）

農業を基盤とし、営農組織で構成する㈱未来サポートさだを中心に、ＮＰＯ法人、加工・販売団体、住民組織等多様な主体

が連携し、６次産業化（WCS・大豆等の耕作地拡大と味噌等の生産販売増）からコミュニティビジネス、都市農村交流活動

まで、幅広い活動を展開。
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・故郷を応援したい！

・遠くからプロジェクトに関わりたい！

出資者の思い

・行政の補助金に頼らず行動したい！

・思いついたらすぐに実行したい！

地域の抱える悩み

地域づくり活動の資金調達（クラウドファンディング）

クラウドファンディング の活用 クラウドファンディングとは・・・

・群衆（crowd）と資金調達（funding）を組み合わせた造語

・インターネット上にプロジェクトのアイデアを掲載し、必要な費用を

アイデアに共感した人から少額ずつ支援してもらう仕組み

・支援してくれた人には、お返しを送る［県の支援］

▼認定クラウドファンディング事業者

島根県のプロジェクトに特化したサイトを
区分できる事業者を認定

▼アドバイザーの派遣

・プロジェクト立案への支援
・個別プロモーションへの支援
・資金調達後の支援（リターン等）

［スキーム図］

［効 果］

▼プロジェクト実施者

・資金調達の選択肢が増える

・地域外からの支援が期待できる

・プロジェクトのＰＲができる

▼資金提供者

・少額でプロジェクトに関われる

・遠くに居ても地方を応援できる

クラウドファンディング
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～お返しの例～

1千円支援 押し花はがきお礼の手紙

3千円支援 お礼の手紙、
ポポージェラート２個

5千円支援 お礼の手紙、
ポポージェラート２個
エコ米３kg

1万円支援 ＋季節のお野菜
3万円支援 ＋猪肉

プロジェクト
幻の果物<<ポポー>>をみんなに食べて
もらいたい！

～地域の思い～

～ポポーの紹介～

クラウドファンディングによる資金調達の事例
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クラウドファンディングによる資金調達の実績

H26.9 現在
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最後に！ ～島根県が目指す中山間地域の姿～

★生きがい(ikigai)
【高齢者などが生き生きと暮らせる地域 】
・産直施設への販売活動を支援
・高齢者グループの活動活性化支援
・公民館活動の推進

★にぎわい(nigiwai)
【子供や若者の元気な声が聞こえる地域】
・ふるさと教育
・ＵＩターンの推進
・地域おこし協力隊、島根おこし体験
・半農半Ｘなど多様なライフスタイルの提示
・都市農村交流（しまね田舎ツーリズム）

★なりわい(nariwai)
【地域資源を活用し雇用や

お金を生み出す 地域】
・新商品開発や農産加工、農家レストランなど

の取り組み推進
・有機農業や地産地消による生産振興
・コミュニティビジネスの推進
・若手起業家の誘致

★助けあい(tasukeai)
【住民同士が支え合いながら生活できる地域】
・地域運営の仕組みづくりによるコミュニティ

再生
・買い物、見守り等の生活総合サポート
・集落営農組織の充実
・デマンドバスなど地域交通の整備

４つのａｉ=愛

島根県が目指す中山間地域の姿に向けて、公民館等の範囲での地域運営のモデルを一つ一つ具体化し、

全県への波及と全国に向けて発信を！
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